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世界の食料安全保障の現状

 ２００７年から２００８年にかけての食料価格の高
騰

 その後、金融危機に端を発する世界経済不況

 飢餓人口は１０億人に増大

 長期的には、環境・資源的制約の下で、この１０
億人に加えて、増大する人口をいかに養っていく
かという課題



世界食料サミット

 ２００９年６月のＦＡＯ理事会で食料安全保障に
関する世界食料サミットが２００９年１１月１６日か
ら１８日まで開催されることが決定

 ２０２５年までの飢餓根絶

 世界の食料安全保障を統治するためのシステム

 農業者支援

 農業分野のＯＤＡ

 年間３００億ドルの農業投資等

 危機への早期対応メカニズム



食料需給の長期的動向（１ 生産）

Ｓｏｕｒｃｅ： ＦＡＯ



食料需給の長期的動向（２ 価格）



食料需給の長期的動向（３ 消費）



食料への権利

 １９４１年 ルーズベルト大統領 「４つの自
由」演説

 １９４８年 世界人権宣言

 １９６６年 「経済的、社会的及び文化的権
利に関する国際規約」採択

 １９７６年 同規約施行

 ２００４年 食料の権利に関するガイドライ
ン採択



国際社会の目標

 １９９６年の世界食料サミットにおいて、２０１５年までに飢
餓人口の数の半減を約束

 ミレニアム開発目標において、２０１５年までに飢餓人口
の比率の半減を約束

 Ｇ８サミット共同声明（２００９年７月）
「農業及び食料安全保障への長期に亘る過小投資、価
格の動向並びに経済危機の複合的効果は、開発途上国
における飢餓及び貧困の拡大につながり、更に１億人以
上の人々が極度の貧困に陥り、ミレニアム開発目標の達
成に向けたこれまでの進捗を危機にさらしている。」



飢餓人口 （百万人）

ＷＦＳの目標

Ｓｏｕｒｃｅ： ＦＡＯ



地域別の飢餓人口（百万人）

Source: FAO



食料価格高騰（１ 価格の推移）
 小麦の価格（ドル/トン）

Source: FAO



食料価格高騰（２ 品目ごとの動向）

Source: FAO



食料価格高騰（３ 生産資材価格）



食料価格高騰（４ 消費者価格）

食料品消費者価格指数の上昇率（２００７年２
月～２００８年２月、％）
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食料価格高騰（５ 食料輸入代金）

Source: FAO



食料価格高騰（６ 後発開発途上国の農産
物貿易収支）
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食料価格高騰（７ 要因）

 バイオ燃料、原油価格の上昇による生産コスト増、新興
国の経済成長、人口増加

 生産減少、低い穀物在庫率

 投機資金の流入、輸出規制

 開発途上国農業の停滞

投資の不足、ＯＤＡに占める農業分野の割合の低下、研
究・開発資金の不足、 単収の伸びの停滞



バイオ燃料



エネルギー安全保障への影響は大きくない
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温室効果ガスの
排出

エタノール、
米国のトウ
モロコシ

バイオデ
イーゼル、
ＥＵの菜種

エタノール、
ブラジルの
砂糖きび

?

?

土地利用の
変化を伴う
場合

気候変動への影響は多様

化石
燃料

0

Source: IEA and FAO



農業・食料安全保障への影響は大き
い

バイオ燃料向けの比率

ブラジル サトウキビの50% 

米国 トウモロコシの30% 

EU 菜種の60%

世界 穀物の5% 
油糧種子の9% 

２００５年以降の需要増加分
の半分以上

Source: OECD and FAO



小規模バイオプロジェクト

 マリ ジャトロファ

 タンザニア サイザルアサ

 エチオピア エタノール



中国、インドの穀物純輸入（輸入ー輸出）

Source: FAO



中国、インドの穀物貿易

Source: FAO



農業への投資の不足と最近の動向

開発途上国への資本の流れ（１０億ドル、％）

Source: OECD, Creditor Reporting System, 2009



投資の動機

 食料安全保障（資源的制約、輸入依存へ
の不安）

 バイオエネルギー

 その他



パートナーシップでチャンスをつかむ

 技術移転

 品質改善

 雇用創出

 乗数効果

 国内市場での食料供給増加

 輸出



土地取得以外の方策

 緩やかな契約生産の取極め

 二国間協定

 インフラへの投資

 生産・貿易の拡大



農地拡大の可能性

Source: FAO



灌漑の可能性

Source: FAO



穀物の単収



食料価格高騰に対する政策対応
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穀物価格と食料援助
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穀物在庫



対応方向

 短期的には、困窮している人々へのセーフテイ
ネットを改善するとともに、小規模生産者が食料
生産を拡大できるよう肥料、種子等へのアクセス
の確保が必要

 中長期的には、飢餓問題の根本的な解決のた
めには、低所得食料不足国の農業生産の拡大
が鍵であり、そのための技術的、資金的、政策
的支援が不可欠



結び

 経済危機は農業への投資を減少させるおそれ

 しかし、このような時期にこそ、農業への投資の
増加が必要

 非農業セクターの成長、効果的なセーフテイネッ
トと併せて、健全な農業セクターがあって、はじ
めて、国際的な目標に沿って、持続的に飢餓・貧
困の根絶が可能


